
ホームページを全面リニューアルしました。

当社ではホームページにて企業情報、事業紹介を随
時開示しております。IR情報のサイトでは、経営情報、
財務情報、決算短信等を掲載しております。

事 業 年 度 毎年4月1日から翌年3月31日まで

期末配当金受領株主確定日 3月31日

中間配当金受領株主確定日 9月30日

定時株主総会開催日 毎年6月

公 告 の 方 法 電子公告により行う
公告掲載URL https://www.matuoka.co.jp/

（ただし、電子公告によることができない事故、
その他やむを得ない事由が生じたときは、日
本経済新聞に公告いたします。）

単 元 株 式 数 100株

株 主 名 簿 管 理 人
特別口座の口座管理機関 三菱UFJ信託銀行株式会社

同 　 連 絡 先 三菱UFJ信託銀行株式会社
大阪証券代行部
〒541-8502
大阪市中央区伏見町三丁目6番3号
電話 0120-094-777（通話料無料）

（ご注意）
１．株主様の住所変更、買取請求その他各種お手続につきましては、原則口

座を開設されている口座管理機関（証券会社等）で承ることとなっており
ます。口座を開設されている証券会社等にお問合せください。株主名簿管
理人（三菱UFJ信託銀行）ではお取扱いできませんのでご注意ください。

２．特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつきましては、三菱
UFJ信託銀行が口座管理機関となっておりますので、上記特別口座の口
座管理機関（三菱UFJ信託銀行）にお問合せください。なお、三菱UFJ信
託銀行全国各支店にてもお取次ぎいたします。

３．未受領の配当金につきましては、三菱UFJ信託銀行本支店でお支払い
いたします。

https://www.matuoka.co.jp/
URL

株式会社マツオカコーポレーション
広島県福山市宝町4番14号 証券コード│3611

2018年4月1日～2019年3月31日

第　　　   期

株主通信
63
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グローバル化と生産 性向上を進め、
国内外アパレルメー カーとの取引拡大を目指します。

松岡 典之

当期の市場環境、
業績はいかがでしたか。

株式会社マツオカコーポレーション
代表取締役社長 CEO

トップメッセージ

衣服の縫製を主体にアパレルOEM事業を手掛け
る当社グループの主取引先であるアパレル業界は、
販売チャネルの多様化、低価格志向・選別消費の傾
向が続き苦戦を強いられていることに加え、秋から
冬にかけて暖かい気候が続いたことにより冬物衣料
が低調に推移しました。その中で当社グループの主
取引先である大手SPA（製造小売業）企業はグロー
バルな店舗展開により好調な業績で推移しました。

当社グループは、ベトナム、インドネシア、ミャンマー
において新工場を立ち上げ、カジュアルウェア、インナー
ウェア、ワーキングウェア、生地加工などの生産能力を
増強し、大手SPA企業との取引を増やしたほか、中堅
繊維商社との取引も伸びました。また、高品質の製品
をより速く生産する取り組みを進め、需要変動に即応
できるよう生産体制のさらなる効率化を図りました。

その結果、売上高は634億2百万円（前期比9.6％
増）、経常利益は32億48百万円（同7.9％減）となり
ましたが、中国での土地建物売却に伴う固定資産売
却益の特別利益などを計上した結果、親会社株主に

1
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グローバル化と生産 性向上を進め、
国内外アパレルメー カーとの取引拡大を目指します。

帰属する当期純利益は33億87百万円（同55.7％
増）となりました。

「大手SPA企業とのより一層の取引拡大」について
は、従来の中国での生産に加えベトナム工場を増強
しました。とくに昨年8月に稼働したベトナム第3期
工場では大手SPA企業の売れ筋商品の生産をして
います。まずは年間500万着の生産からスタートし、
数年後には中国工場に匹敵する年間2,000万着体
制へと持っていきたいと考えています。

それが二つ目に掲げる「ベトナムでの生産能力拡
大」にもつながります。ベトナムに着目する理由の一
つは、労働力の確保が難しくなりつつある中国工場
を代替、補完できる労働力の豊富さに加え、売れ筋
のカジュアルウェアの生産で必要となるクイックレス
ポンスが可能なエリアだからです。また、ベトナムで
生産した製品をASEAN域内、日本、韓国などへ輸
出する場合関税がかからないため、これも大きなメ
リットです。ベトナムの生地加工工場では、海外のア

ウトドアメーカー向けの生産をしており、生地加工か
ら縫製品の受注につなげていきたいと考えています。

三つ目の「新しい合弁事業モデルの確立」は、アパ
レル産業の川上（素材開発製造）から川下（小売）に
位置する4社（ファーストリテイリング、蝶理、東レ、
当社）で設立した「PT.MATSUOKA INDUSTRIES 
INDONESIA」の取り組みを指します。川上の企業
群で連携することは多いのですが、今回そこに大手
SPA企業である小売も加わった稀有なケースです。

アパレル業界の販売チャネルはますます多様化し
ており、今回の合弁はこうした流れに対応できる開
発、生産、流通体制を構築していくねらいがありま
す。アパレル業界全体の流れ、そして取引先が求め
るやり方を一つひとつ実現していくことでこの協業

中期経営計画（2018年―20年度）に
掲げる三つの基本戦略の進捗状況に
ついてお聞かせください。

ベトナム フート工場内部（自動裁断機（CAM））

2
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の準備も進めています。

当社グループに求められる品質、納期、コストのレ
ベルはますます高くなっています。例えば、顧客の購
買動向を瞬時に把握、分析できるようになり、現在
では週次のデータをもとに刻々と変化する市場に対
応すべくクイックレスポンスがより求められるように
なっています。

当社グループでは、IoTを活用してミシン1台ごとの
稼働率のデータを収集し、どこで生産の滞留が生じて
いるかを瞬時に把握し、対処できるシステムを導入し
ています。また、コンピュータ制御により製造工程をア
レンジすることで工程の見える化、生産効率化を図る
ことができるハンガーシステムの導入を進めていま
す。さらに、ベトナム工場は小ロットに対応しやすい立
ちミシンを導入しています。立ちミシンについては、す
べての作業者の動作を動画撮影して比較検証し、作

業者の技術向上
を図るMKS（マツ
オカ カイゼン シ
ステム）の手法も
組み合わせて、1
人当たりの生産性
向上を実現してお

体制を成功させ、受注製品の幅をさらに拡大してい
きたいと考えています。

ミャンマーの工場はワーキングウェアの生産が主
体で増床した工場に生産ラインの移設を進めており、
今後ライン増設も進め、多品種小ロット生産への対応
を進めていきます。

バングラデシュの新工場については、暖冬等の気
候の影響などの様子を見ながら生産を増やしていく
予定です。

今後は大手SPA企業が消費マーケットとしての成
長を期待するインド、また欧米の大手アパレル向けの
生産拠点としてアフリカ地域での生産も視野に入
れ、調査を進めているところです。

バングラデシュに所在する協力工場に製造を委託
する形で鞄のＯＥＭ生産を開始します。衣料のＯＥＭ
生産とのシナジー効果によってビジネスが拡大し、
取扱製品を多様化することでリスクの分散が図れれ
ばよいと考えています。同様の目的で衣料の中でも
今まで扱っていなかったメディカル衣料のＯＥＭ生産

トップメッセージ

衣服以外の取組みについては
いかがでしょうか。

ミャンマー、バングラデシュの
新工場と今後の海外展開について
お聞かせください。

生産効率化について
お聞かせください。

立ちミシン作業風景

3
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1.6％増）、親会社株主に帰属する当期純利益は21
億円（同38.0％減）を見込んでいます。

今期は中期経営計画の２年目です。２年目は中期経
営計画の1年目に新設・増床した4工場と中期経営計
画以前(2017年度)に新設・買収した3工場を併せ着
実に受注を獲得していく年と位置付けています。約１
年前に上場して投資家の皆様から得た資金で工場を
造りました。今期は工場という器に工員の習熟度を高
め、新設備の導入等を進めて中身を充実させていきた
いと考えています。まだ中期経営計画の２年目は新工
場の先行コストの発生等があり利益の伸長は望めま
せんが、中期経営計画の達成のため、新工場の生産性
の向上に努め、新規事業の開拓も進めていきます。

事業の拡大の一方、上場会社としてガバナンスの
強化が求められており経営の公平性、透明性を確保
するため指名報酬委員会を設置しました。今後もガ
バナンスの強化に努めてまいります。配当について
も、中期経営計画で掲げた配当性向20％の実現を
目指します。当期は、特別利益の計上により、親会社
株主に帰属する当期純利益が増加したため、前期年
40円の配当から10円増配の50円とさせていただき
ました。今後とも、皆様の変わらぬご支援を賜ります
ようお願い申し上げます。

り、他工場にも広げていく予定です。
昨年10月、タイで「マツオカ サミット」を開催しまし

た。各工場の生産責任者が一堂に会し、それぞれに
おける独自の生産性向上に向けた取組み等について
活動報告をしてもらいました。これをきっかけに、各工
場の現場をお互いに見学に行く交流が増えていま
す。今年秋には上海で2回目を開催する予定で、定例
化していく計画です。

アパレル業界は昨年の暖冬等を要因に在庫調整
を行っており、当社グループもその影響を受けてい
ます。その落ち込みを補うべく、最適地生産が出来
る強みを生かして、受注活動の強化に努めていきま
す。今期の業績見通しにつきましては、売上高は
640億円（前期比0.9％増）、経常利益は33億円（同

今期の業績見通しについて
お聞かせください。

株主の皆様へのメッセージを
お願いします。

4
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中期経営計画進捗状況

工場の新設・増床が予定通りに進捗

中期経営計画（Take On The Global Top!）概要

設備投資計画（当初計画）

2021年3月期 

売上高 800億円、 経常利益率 7%(55億円)

予定総額：80億円（うち、新規設備投資64億円）（3年間）▲

生産枚数1億枚を目指す（18/3期比較+4千万枚）

大手SPA企業とのより一層の取引拡大
●上場による信用力向上を背景とした取引拡大
●上場資金を活用した積極的な設備投資による生産能力拡大

ベトナムでの生産能力拡大
●中国依存度の低下を目指し、ASEAN 地域への積極的展開
●とりわけ、ベトナムを重点注力拠点として、生産能力を拡大

新しい合弁事業モデルの確立
●「PT.MATSUOKA INDUSTRIES INDONESIA」の着実な運営によ

る新しい事業モデルの確立

中期経営計画で予定しておりました各工場
（フート第3期工場（PHU THO MATSUOKA 
CO.,LTD）、MII工場（PT.MATSUOKA INDUSTRIES 
INDONESIA）、TM Textiles & Garments Ltd. 
第3期工場、シュエピター工場（MYANMAR 
POSTARION CO.,LTD Shwepyithar工場））
の新設・増床が予定通りに進捗しました。

各工場は順次稼働を開始しており、TM Textiles 
& Garments Ltd. 第3期工場につきましては、
暖冬等の気候の影響などの様子を見ながら、稼
働に向けて準備を進めております。

各工場にはRFIDやIoT機能を有するミシンの
導入等、生産効率化を図るための設備の導入を
進めており、売上高800億円、経常利益55億円
の達成に向けて、更なる生産能力増強・生産効率
化向上に努めてまいります。

特集：中期経営計画（Take On The Global Top!）の進捗状況

中 期 経 営 計 画

売上高 経常利益

2017年3月期 2018年3月期 2019年3月期 2020年3月期 2021年3月期

（単位：億円）

517

40
35 32 33

578 634 640

800
（目標）

55
（目標）
55

（目標）

新工場本格稼働により
売上、経常利益増加

新工場立上げによる
先行コスト発生

売上高/経常利益の推移

アパレルOEM 売上高世界トップレベルを目指して、2018
年度よりスタートした「中期経営計画 ―Take On The 
Global Top！―」の進捗状況について、ご報告いたします。

ベトナム フート工場（第3期工場：写真右上グレー部分）

5
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第63期トピックス

立ちミシン、ハンガーシステ
ムの導入

一般社団法人中部産業連盟主催の
「VM推進賞」受賞

新事業に参入 個人投資家向けIRイベント開催

生産ロットサイズ縮小化への対応や
工程管理、生産の効率化を図るため、
立ちミシンやハンガーシステムの導
入を進めています。工員1人当たりの
生産性が向上し、工場全体の生産効
率化に繋がっています。

2018年12月12日に、当社のマザー工場である華為工場（嘉
興茉織華華為制衣有限公司）が、縫製業界として初めて、一般
社団法人中部産業連盟主催の「VM推進賞」を受賞しました。

「VM」とは、ビジュアル・マネジメントの略称で、「見える経営」を
意味します。引き続き
積極的なVM活動によ
り企業体質の強化を図
り、多品種小ロット生産
に対応出来る生産効率
化や、生産コストの削減
に努めてまいります。

2018年度は、野村IR資産運用フェア2019への出展をはじめ、
個人投資家向けIRイベントを計5回開催いたしました。各イベン

トには多くの方にご参加いた
だき、当社の事業内容や成
長戦略について説明させて
いただきました。今後も、株
主の皆様をはじめ、投資家の
皆様とのコミュニケーション
充実のため、積極的なIR活
動に努めてまいります。

当社はこの度、鞄事業およびメディ
カル衣料へ参入いたしました。鞄事
業においては2019年度より操業を
開始する予定です。メディカル衣料に
つきましては、現在サンプルを製作し
ており、今後更なる研究開発が期待
されます。当社が今まで携わってい
なかった衣料周辺事業へ参入し、事
業領域拡大により、更なる成長を図っ
てまいります。

ハンガーシステム（ミャンマー ミンガラドン工場）
VM推進賞授賞式の様子

野村IR資産運用フェア2019当社出展ブース
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（単位：百万円）

第63期
2019年3月期

15,917

第62期
2018年3月期

13,244

第63期
2019年3月期

3,210

第62期
2018年3月期

2,849

第63期
2019年3月期

第62期
2018年3月期

2,981

売上高
バングラデシュ

中　国

（単位：百万円）売上高
ベトナム

（単位：百万円）売上高
ミャンマー

41,020

5,483

商品別売上高
（単位：百万円）

カジュアル・ワーキングウェア
インナーウェア
生地加工

11,327

43,996

5,994
13,412

第63期
2019年3月期

（注）協力工場での生産を含む

37,811

第62期
2018年3月期

38,736
（単位：百万円）売上高

6,447

インドネシア

第63期
2019年3月期

第62期
2018年3月期

■製造子会社
嘉興茉織華華為制衣有限公司

（カジュアルウェア、ワーキングウェア）
■製造子会社
MK APPARELS LTD.

（カジュアルウェア、ワーキングウェア）

■製造子会社
MYANMAR POSTARION CO.,LTD

（カジュアルウェア、ワーキングウェア）

ミンガラドン工場

■製造子会社
PT.MATSUOKA INDUSTRIES 
INDONESIA

（カジュアルウェア）

株式会社マツオカコーポレーション

■製造子会社
PHU THO MATSUOKA CO.,LTD

（カジュアルウェア）

■製造子会社
JDT VIETNAM CO.,LTD

（生地加工）

■製造子会社
TM Textiles ＆ Garments Ltd.

（インナーウェア）

嘉興徳永紡織品有限公司
（生地加工）

BAC GIANG MATSUOKA CO.,LTD
（カジュアルウェア、ワーキングウェア）

シュエピター工場

事業の概況

生産国別売上高
「お客様の全てのニーズに応える」ことを企業ポリシーとして、最適地生産を実現し、グローバルな 事業拡大を目指してまいります。

（注）生産国別売上高は、当社グループの連結売上高を生産国別に集計したものです。7
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第63期
2019年3月期

（注）協力工場での生産を含む

37,811

第62期
2018年3月期

38,736
（単位：百万円）売上高

6,447

インドネシア

第63期
2019年3月期

第62期
2018年3月期

■製造子会社
嘉興茉織華華為制衣有限公司

（カジュアルウェア、ワーキングウェア）
■製造子会社
MK APPARELS LTD.

（カジュアルウェア、ワーキングウェア）

■製造子会社
MYANMAR POSTARION CO.,LTD

（カジュアルウェア、ワーキングウェア）

ミンガラドン工場

■製造子会社
PT.MATSUOKA INDUSTRIES 
INDONESIA

（カジュアルウェア）

株式会社マツオカコーポレーション

■製造子会社
PHU THO MATSUOKA CO.,LTD

（カジュアルウェア）

■製造子会社
JDT VIETNAM CO.,LTD

（生地加工）

■製造子会社
TM Textiles ＆ Garments Ltd.

（インナーウェア）

嘉興徳永紡織品有限公司
（生地加工）

BAC GIANG MATSUOKA CO.,LTD
（カジュアルウェア、ワーキングウェア）

シュエピター工場

生産国別売上高
「お客様の全てのニーズに応える」ことを企業ポリシーとして、最適地生産を実現し、グローバルな 事業拡大を目指してまいります。

8
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財務ハイライト

主要連結財務データ
第61期

2017年3月期
第62期

2018年3月期
第63期

2019年3月期

売上高 （百万円） 51,758 57,830 63,402
経常利益 （百万円） 4,070 3,525 3,248
親会社株主に帰属する当期純利益 （百万円） 2,554 2,175 3,387
総資産※1 （百万円） 35,692 42,925 44,335
純資産 （百万円） 15,436 21,292 25,017
1株当たり当期純利益※2 （円） 303.06 245.99 339.64
ROE（自己資本利益率） （％） 19.7 12.9 16.2

（単位：百万円） （単位：百万円） （単位：百万円）

（単位：百万円） （単位：円） （単位：％）

第62期
2018年3月期

57,830

第63期
2019年3月期

63,402

第61期
2017年3月期

51,758

第62期
2018年3月期

3,525

第63期
2019年3月期

3,248

第61期
2017年3月期

4,070

第62期
2018年3月期

2,175

第63期
2019年3月期

3,387

第61期
2017年3月期

2,554

第62期
2018年3月期

第61期
2017年3月期

15,436

35,692

第62期
2018年3月期

245.99

第63期
2019年3月期

339.64

第61期
2017年3月期

303.06

第62期
2018年3月期

12.9

第63期
2019年3月期

16.2

第61期
2017年3月期

19.7
21,292

42,925

第63期
2019年3月期

25,017

44,335

●売上高 ●経常利益 ●親会社株主に帰属する当期純利益

●純資産／総資産※1

■純資産 ■総資産
●1株当たり当期純利益※2 ●ROE（自己資本利益率）

連結財務ハイライト

※1  当期より「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 平成30年２月16日）等を適用しており、過年度については遡及適用後の値を記載して
います。

※2 当社は、2017年10月18日付で普通株式1株につき500株の株式分割を行っております。１株当たり当期純利益は株式分割整正後の数値です。9
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会社情報・株式の状況

株 主 名 持株数（千株） 持株比率（%）
松岡　典之 1,532 15.32
合同会社マツオカカンパニー 1,425 14.25
日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口） 524 5.24
株式会社広島銀行 420 4.20
日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 349 3.49
合同会社パインヒルコーポレーション 300 3.00
株式会社ファーストリテイリング 286 2.86
ＳＴＡＴＥ ＳＴＲＥＥＴ ＢＡＮＫ ＡＮＤ ＴＲＵＳＴ
ＣＯＭＰＡＮＹ ５０５０１９ 252 2.52
日本生命保険相互会社 250 2.50
神原汽船株式会社 250 2.50
倉敷紡績株式会社 250 2.50

発行可能株式総数 ............................................................................. 38,500,000株
発行済株式総数 ....................................................................................... 9,996,700株
株主数 ..............................................................................................................................   2,178名

（注） 1. 千株未満は切り捨てて表示しております。
　　 2. 持株比率は自己株式を控除して計算しております。

所有者別

個人・その他
31.27％

その他の法人
36.04％

外国法人等
7.57％

金融商品取引業者
0.95％

金融機関
24.17％

大株主の状況

設 立 1956年4月
資 本 金 5億2,940万円
従 業 員 数 12,143名（連結）
主な事業内容 アパレルOEM事業

本 社 広島県福山市宝町4番14号
東 京 事 務 所 東京都中央区日本橋馬喰町2丁目3番2号

セントピアビル5F・7F

中 国 茉織華実業（集団）有限公司
上海茉織華服飾有限公司
浙江茉織華貿易有限公司
嘉興茉織華華為制衣有限公司
嘉興徳永紡織品有限公司
TM Textiles & Garments （HK） Ltd.

ミ ャ ン マ ー MYANMAR POSTARION CO.,LTD
バングラデシュ MK APPARELS LTD.

TM Textiles & Garments Ltd.
ベ ト ナ ム PHU THO MATSUOKA CO.,LTD

BAC GIANG MATSUOKA CO.,LTD※

JDT VIETNAM CO.,LTD
インドネシア PT.MATSUOKA INDUSTRIES INDONESIA

代表取締役社長 松 岡 　 典 之
代表取締役副社長 西 脇 　 徹
取 締 役 内 田 　 修 平
取 締 役 山 口 　 哲 司
社 外 取 締 役 江 島 　 貴 志
社 外 取 締 役 中 川 　 康 明
常 勤 監 査 役 栗 山 　 文 宏
常 勤 監 査 役 郷 　 　 英 訓
社 外 監 査 役 岡 　 耕 一 郎
社 外 監 査 役 松 本 　 久 幸

株式の状況	 2019年3月31日現在

配当金の推移

会社概要	 2019年3月31日現在

役員一覧	 2019年6月27日現在

主な事業所

主な子会社

株式分布状況	 2019年3月31日現在

0

（円）

25

50

第64期
2020年3月期

（予想）

第62期
2018年3月期

40

第63期
2019年3月期

50
40

※VINA BIRZ CO.,LTDは2018年12月にBAC GIANG MATSUOKA CO.,LTD
に名称を変更しました。
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